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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年4月26日(2012.4.26)

【公開番号】特開2010-122662(P2010-122662A)
【公開日】平成22年6月3日(2010.6.3)
【年通号数】公開・登録公報2010-022
【出願番号】特願2009-218197(P2009-218197)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   5/00    　　　Ｊ
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月12日(2012.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２０】
　さらに、本発明を適用した振れ補正機能付き光学ユニット２００は携帯電話機やデジタ
ルカメラなどの他、冷蔵庫など、一定間隔で振動を有する装置内に固定し、遠隔操作可能
にしておくことで、外出先、たとえば買い物の際に、冷蔵庫内部の情報を得ることができ
るサービスに用いることもできる。かかるサービスでは、姿勢安定化装置つきのカメラシ
ステムであるため、冷蔵庫の振動があっても安定な画像を送信可能である。また、本装置
を児童、学生のかばん、ランドセルあるいは帽子などの、通学時に装着するデバイスに固
定してもよい。この場合、一定間隔で、周囲の様子を撮影し、あらかじめ定めたサーバへ
画像を転送すると、この画像を保護者などが、遠隔地において観察することで、子供の安
全を確保することができる。かかる用途では、カメラを意識することなく移動時の振動が
あっても鮮明な画像を撮影することができる。また、カメラモジュールのほかにＧＰＳを
搭載すれば、対象者の位置を同時に取得することも可能となり、万が一の事故の発生時に
は、場所と状況の確認が瞬時に行える。さらに、本発明を適用した振れ補正機能付き光学
ユニット２００を自動車において前方が撮影可能な位置に搭載すれば、ドライブレコーダ
ーとして用いることができる。また、本発明を適用した振れ補正機能付き光学ユニット２
００を自動車において前方が撮影可能な位置に搭載して、一定間隔で自動的に周辺の画像
を撮影し、決められたサーバに自動転送してもよい。また、カーナビゲーションの道路交
通情報通信システムなどの渋滞情報と連動させて、この画像を配信することで、渋滞の状
況をより詳細に提供することができる。かかるサービスによれば、自動車搭載のドライブ
レコーダと同様に事故発生時などの状況を、意図せずに通りがかった第三者が記録し状況
の検分に役立てることも可能である。また、自動車の振動に影響されることなく鮮明な画
像を取得できる。かかる用途の場合、電源をオンにすると、制御部８００に指令信号が出
力され、かかる指令信号に基づいて、手振れ制御が開始される。
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